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オキナワフグおよびツムギハゼ稚魚のテトロドトキシン保

有量と類縁化合物組成は種間および個体群間で異なる 

 

研究成果のポイント 

・オキナワフグおよびツムギハゼは TTX およびその類縁化合物の 5,6,11-trideoxyTTX を保

有していた。 

・TTX および 5,6,11-trideoxyTTX 保有状況は種間、地域間で大きく異なっていた。 

・両種の消化管内容物からオオツノヒラムシの COI 遺伝子が検出されたが、その検出頻度

は個体群間や採取時期によって異なっていた。 

・両種はオオツノヒラムシ以外にも異なる TTX 保有生物を摂餌し、TTX を摂取している可

能性と、TTX やその類縁化合物の蓄積メカニズムが種間で異なる可能性が示唆された。 

 

研究成果の概要 

（背景） 琉球列島に生息しているフグ毒テトロドトキシン（TTX）保有魚のオキナワフグ

およびツムギハゼの稚魚は、高濃度の TTX を保有するオオツノヒラムシの幼生を摂餌して

TTX を体内に蓄積していると考えられています。つまり、これら TTX 保有魚は、他のフグ

類と同様、自ら TTX を生合成できないため、食物連鎖を通して餌生物から TTX およびその

類縁化合物を摂取していると考えられているのです。この場合、体内における TTX と類縁

化合物の組成比は、餌生物のそれを反映することが予想されます。しかしながら、産地によ

る毒性の違いは様々な生物種で報告されているものの、産地の異なる個体群間の TTX およ

びその類縁化合物の組成の違いに関する研究はありませんでした。そこで本研究では、琉球

列島に生息するオキナワフグおよびツムギハゼの保有する TTX およびその類縁化合物であ

る 5,6,11-trideoxyTTX の組成比を調べ、地域間および月・年間で比較し、その毒化機構につ

いて考察しました。 

（研究成果） 2019～2021 年の 5～7 月に西表島、石垣島、沖縄本島で採取したオキナワフ



グおよびツムギハゼの稚魚のフグ毒保有状況について調べたところ、オキナワフグおよび

ツムギハゼの全ての個体から TTX および 5,6,11-trideoxyTTX が検出されました。オキナワ

フグの稚魚では、全ての個体で 5,6,11-trideoxyTTX よりも TTX を高濃度に保有していまし

たが、ツムギハゼの稚魚の TTX と 5,6,11-trideoxyTTX の保有比率は採取地点間で大きく異

なっていました。それに加えて、オキナワフグおよびツムギハゼは、同じ地点で採取された

個体においても、その保有状況には違いがみられました。オキナワフグおよびツムギハゼの

消化管を回収し、オオツノヒラムシの COI 遺伝子を特異的に検出できる PCR 法により分析

したところ、オキナワフグおよびツムギハゼの両種から特異的な DNA バンドおよび塩基配

列が検出されました。これらの結果から、オキナワフグおよびツムギハゼは TTX を摂取す

る際、オオツノヒラムシだけでなく両種間で異なる TTX 保有生物を餌として毒化している

可能性があること、もしくは、摂取した TTX とその類縁化合物を蓄積する体内メカニズム

が両種間で異なる可能性があることが示唆されました（図 1）。 

 

図 1．オキナワフグおよびツムギハゼにおいて想定される毒化機構の差異 

 

近年、地球温暖化による海水温上昇の影響により、本来の分布域とは異なる地域から TTX

保有生物の存在が報告され、それらを喫食することによる食中毒の発生が懸念されていま

す。これら予期せぬ食中毒を防ぐには、様々な生物の毒化メカニズムを明らかにし、予防す

ることが重要だと思われます。今後、TTX 保有生物の毒化メカニズムを明らかにしていく

には、様々な生物種における TTX とその類縁化合物組成、およびそれら蓄積メカニズムに

関わる分子について調べていく必要があると考えられます。 
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